
に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（1）第50号 2022年7月15日

No.50　2022年７月15日発行
一般社団法人 新潟県労働者福祉協議会
〒 950-0965 新潟市中央区新光町 6 番地 2 
Tel 025-281-0890　Fax 025-281-0891
E-mail ni-rfk@bz04.plala.or.jp
URL　http://www.niigataken-rofukukyo.com/
発行責任者　間　英輔ライフサポートセンター

６
月
21
日
（
火
）
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
県
労
福
協
第
43
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、

会
員
団
体
・
役
職
員
の
89
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
総
会
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
一
定
程
度
落
ち
着
い
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、

昨
年
と
同
様
に
総
会
後
の
特
別
講
演
も
開
催
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

牧
野
理
事
長
か
ら
、
『
私
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
を

は
じ
め
、
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
そ
し
て
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
脆
弱
性
や
深
刻
化
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
が
、

今
な
お
社
会
に
大
き
な
痛
み
を
与
え
て
い
る
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
は
社
会
の
脆
弱
さ
と
不
条
理

を
明
ら
か
に
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、

自
己
責
任
の
「
自
助
」
で
は
な
く
、
支
え
合

い
・
助
け
合
い
の
「
公
助
」
と
「
共
助
」
に
重

き
を
置
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
も
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
は
も
と
よ
り
、
多
様
な
価
値
観
・
背

景
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
社
会
対
話
を

さ
ら
に
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
世
界
に
目
を
む
け
れ
ば
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
は
、
子
ど
も
を
含
む

多
く
の
民
間
人
が
無
差
別
に
攻
撃
さ
れ
、
平
和

な
く
ら
し
が
壊
さ
れ
て
い
る
。
独
立
国
の
主
権

と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
踏
み
に
じ
り
、

平
和
と
秩
序
を
武
力
に
よ
っ
て
破
壊
す
る
暴
挙

を
改
め
て
厳
し
く
非
難
し
、
即
時
撤
退
を
強
く

求
め
る
。

ま
た
、
こ
の
状
況
が
長
引
け
ば
長
引
く
ほ
ど

世
界
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
社
会
・
経
済
活
動
の

停
滞
に
加
え
、
資
源
高
や
供
給
制
約
、
円
安
な

ど
の
影
響
に
よ
る
物
価
上
昇
が
、
日
常
生
活
の

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

新
潟
県
労
福
協
は
、
本
日
の
総
会
で
、
活
動

の
基
本
で
あ
る
、
勤
労
者
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
生
涯
福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
、
労
働

団
体
・
労
働
者
福
祉
事
業
団
体
等
と
連
携
し
活

動
を
推
進
す
る
。
労
福
協
の
理
念
で
あ
る
「
す

べ
て
の
働
く
人
の
幸
せ
と
豊
か
さ
を
め
ざ
し
て
、

連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社

会
」
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
県
民
の
生
活
向
上

に
向
け
た
政
策
提
言
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
会
員
団
体
を
中
心
と
し
て
、
行
政
や
様
々
な

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
と
の
連
携
・
共
同
を

強
化
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
向
け
て
労
働

者
自
主
福
祉
運
動
を
力
強
く
展
開
す
る
。

ま
た
、
会
員
団
体
と
情
報
の
共
有
化
や
共
通

認
識
の
醸
成
に
取
り
組
み
、
各
団
体
の
実
施
す

る
事
業
を
総
合
的
な
福
祉
事
業
と
据
え
て
活
動

し
、
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
労
働
者
福
祉
事
業

第 43 回 県 労 福 協 定 時 総 会
～ 福 祉 は ひ と つ ～

団
体
と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
設
立
の
原
点

で
あ
る
「
共
に
活
動
す
る
主
体
」
を
考
慮
し

た
関
係
の
構
築
を
は
か
り
、
労
働
団
体
へ
は
、

労
働
者
福
祉
事
業
の
商
品
・
制
度
の
宣
伝
ば

か
り
で
な
く
、
利
用
促
進
の
必
要
性
な
ど
大

会
方
針
に
掲
げ
、
組
合
員
の
利
用
促
進
を
お

願
い
す
る
。

地
区
労
福
協
は
、
任
務
分
担
を
明
確
化
す

る
た
め
、
２
０
２
１
年
10
月
か
ら
新
た
な
事

務
局
長
を
選
出
し
、
連
合
地
域
協
議
会
事
務

局
長
と
の
併
任
を
解
消
し
た
。
今
回
の
対
応

に
よ
り
、
新
た
に
配
置
さ
れ
た
地
区
労
福
協

事
務
局
長
が
、
地
区
労
福
協
の
活
動
に
専
念

し
地
域
の
様
々
な
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
地

域
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。

そ
し
て
、
会
員
各
位
の
協
力
に
よ
り
、
労

福
協
運
動
の
定
着
・
前
進
に
向
け
力
を
合
わ

せ
、
総
力
戦
で
運
動
を
進
め
て
い
く
所
存
で

す
。
』
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
２
０
２
１
年
度
の
事
業
報
告
、

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
、
２
０
２
２
年
度

収
支
予
算
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
計
画
に
対
し
て
、
武
田
代
議
員
（
さ

さ
え
あ
い
生
協
）
か
ら
、
「
県
民
に
関
わ
る

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市

民
団
体
と
連
携
し
た
労
福
協
運
動
に
感
謝
し

て
い
る
。
更
な
る
協
同
組
合
間
の
連
携
を
強

め
て
ほ
し
い
。
労
協
法
の
も
と
、
更
な
る
運

動
を
行
っ
て
欲
し
い
。
」
と
の
補
強
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
「
２
０
２
１
年
度
の
決
算
報

告
な
ら
び
に
監
査
報
告
に
関
す
る
件
」
、
第
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２
号
議
案
第
「
役
員
交
代
に
関
す
る
件
」
に

つ
い
て
、
全
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
総
会
に
お
い
て
、
４
名
の
理
事

（
齋
藤
悦
男
氏
、
砂
長
勉
氏
、
大
津
岳
氏
、

中
村
綾
男
氏
）
と
１
名
の
監
事
（
大
岩
敏
和

氏
）
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
３
名
の
理
事

（
登
坂
崇
規
氏
、
飛
田
博
之
氏
、
鶴
巻
洋
介

氏
）
と
１
名
の
監
事
（
長
谷
川
建
雄
氏
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
講
演
会
を
開
催
し
、
「
持
続

可
能
で
活
力
あ
る
共
生
社
会
を
耕
す
協
同
労

働
の
可
能
性
」
と
題
し
て
、
古
村
伸
宏
氏

（
日
本
労
働
者
協
同
組
合
（
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
）
連
合
会　

理
事
長
）
よ
り
、
労
働

者
協
同
組
合
法
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
法
制

度
の
根
幹
、
各
地
域
の
取
り
組
み
事
例
に
も

触
れ
な
が
ら
貴
重
な
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
講
演
内
容
は
、
新
潟
県
労
福
協
Ｔ

Ｖ
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
に
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
の
で
、
視
聴
願
い
ま
す
。

【
動
画
ア
ド
レ
ス
】

　

https://youtu.be/i5ufm
36BcA

8

　

４
月
12
日
（
火
）
新
潟
市
勤
労
福
祉
会
館

に
お
い
て
、
標
記
の
総
会
お
よ
び
記
念
講
演

が
33
名
（
会
場
22
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
11
名
）

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
準
備
会
代

表
の
江
花
史
郎
氏
（
弁
護
士
）
か
ら
、
設
立

に
向
け
た
こ
の
間
の
取
り
組
み
と
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
め
ざ
す
目
的
「
こ
の
団
体
は
、
新

潟
県
内
で
奨
学
金
事
業
を
行
う
団
体
、
奨
学

金
問
題
・
支
援
に
取
り
組
む
団
体
・
個
人
間

の
連
携
を
図
り
奨
学
金
問
題
の
周
知
、
若
者

の
学
び
と
成
長
を
社
会
全
体
で
支
え
る
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
等
に
つ
い
て

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
第
１
号
議
案
「
新
潟
県
奨
学

金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
規
約
（
案
）」、
第
２
号
議

案
「
新
潟
県
奨
学

金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

役
員
名
簿
（
案
）」

の
提
案
を
、
準
備

委
員
会
間
事
務
局

長
が
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
満
場
一
致
の

承
認
を
頂
き
ま
し

た
。

　

役
員
体
制
は
、

代
表
に
、
江
花
史

郎
氏
（
弁
護
士
）

副
代
表
に
、
中
川

亨
氏
（
ろ
う
き
ん

福
祉
財
団
）、

吉
田
裕
史
氏

（
高
教
組
顧

問
）、
事
務

局
長
に
間
英

輔
（
県
労
福

協
）を
選
出
・

承
認
し
ま
し

た
。

　

記
念
講
演

会
で
は
、「
今
日
の
日
本
に
お
け
る
奨
学
金

制
度
の
実
態
と
課
題
」
と
題
し
て
、
奨
学
金

問
題
対
策
全
国
会
議
事
務
局
長
・
岩
重
佳
治

氏
（
弁
護
士
）
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学
費
・

奨
学
金
の
相
談
は
急
増
し
て
い
な
い
が
、
①

も
と
も
と
深
刻
な
問
題
、
②
学
費
と
奨
学
金

は
慢
性
疾
患
、
③
コ
ロ
ナ
禍
で
従
来
の
問
題

が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
実
態
（
高
額

の
負
担
、
返
済
の
負
担
、
家
族
を
前
提
と
し

た
制
度
の
矛
盾
）
が
、
多
く
の
相
談
内
容
か

ら
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
鋭
い
視

点
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
重
氏
の
講
演
は
、
今
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
の
示
唆
と
な
り
有
意
義
な
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
会
員
の
拡

大
と
具
体
的
な
活
動
展
開
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
岩
重
氏
の
講
演
内
容
は
、
新
潟
県

労
福
協
Ｔ
Ｖ
で
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
視
聴
願
い
ま
す
。

【
動
画
ア
ド
レ
ス
】

https://w
w

w
.youtube.com

/channel/
U

C9Z493M
bzoIjaloZK

3c3O
BA

　

６
月
27
日
（
月
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
て
、
新
潟
県
労
働
金
庫
第

70
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
齋
藤
理
事
長
よ
り
、
一
年
の

振
返
り
か
ら
、
①
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
②

笑
顔
を
つ
な
ぐ
社
会
貢
献
活
動
、
③
新
潟
ろ

う
き
ん
福
祉
財
団
の
事
業
、
④
信
頼
さ
れ
、

必
要
と
さ
れ
る
金
融
機
関
で
あ
る
た
め
に
、

に
つ
い
て
事
例
も
含
め
丁
寧
な
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
第
70
期
業
務
報
告
、
貸

借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
報
告
の
件
、

決
議
事
項
で
は
、
第
70
期
剰
余
金
処
分
案
承

認
の
件
、
２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
設
定
の

件
な
ど
、
全
て
確
認
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
改
選
で
は
、
理
事
長
・
齋
藤

敏
明
氏
（
再
任
）、
専
務
理
事
・
鶴
巻
洋
介

氏
（
新
任
）、
常
務
理
事
・
村
山
義
則
氏
（
再

任
）、
西
山
勉
氏
（
新
任
）、
常
勤
監
事
・
長

谷
川
建
雄
氏
（
新
任
）
が
、選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
奨
学
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

設
立
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
会

新
潟
県
労
働
金
庫

第  

70  

回 

通 

常 

総 

会
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４
月
９
日
（
土
）、
新
潟
市
勤
労
福
祉
会

館
に
お
い
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
（
会
場

17
名
・
リ
モ
ー
ト
１
０
９
名
）
で
、
に
い
が

た
協
同
ネ
ッ
ト
主
催
に
よ
る
「
２
０
２
２
に

い
が
た
協
同
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
は
、
に
い
が
た
協
同
ネ
ッ
ト
の
渡
邊

登
代
表
か
ら
、
今
集
会
の
意
義
が
話
さ
れ
、

集
会
の
基
調
提
起
が
、
田
中
夏
子
氏
（
長
野

県
高
齢
者
生
協
理
事
長
）
か
ら
、「
交
わ
そ
う
、

地
域
で
や
り
た
い
こ
と
の
あ
れ
こ
れ
・
協
同

労
働
、
ど
う
生
か
す
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

自
ら
の
活
動
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
報
告
で
は
、
①
阿
賀
町
農
業
に
挑
戦

「
猪
雅
美
氏
（
阿
賀
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
）」、
②
佐
渡
市
地
域
づ
く
り
「
佐
藤
定
氏

（
椎
泊
桜
の
家
副
代
表
）」、
③
子
育
て
の
現

場
か
ら
「
齋
藤
紀
美
子
氏
（
セ
ン
タ
ー
事
業

団
新
潟
事
業
所
長
）」、
④
さ
さ
え
あ
い
生
協

の
仕
事
お
こ
し
「
高
見
優
氏
（
さ
さ
え
あ
い

生
協
理
事
長
）」、
⑤
居
場
所
づ
く
り
「
伊
藤

由
紀
子
氏
（
セ
ン
タ
ー
事
業
団
松
本
事
業
所

長
）」、
関
連
、
ふ
く
ち
ゃ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
「
柏
櫓

幸
子
氏
・
冨
田
絵
里
子
氏
」、
⑥
小
農
・
森

林
ワ
ー
カ
ー
ズ
「
玉
木
信
博
氏
（
セ
ン
タ
ー

事
業
団
専
務
補
佐
）」、
各
位
か
ら
各
々
の
取

り
組
み
実
態
等
具
体
的
な
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
集
会
の
コ
メ
ン
ト
を
、
新
潟
県
産
業
労

働
部
し
ご
と
定
住
促
進
課
土
田
課
長
、
新
潟

市
経
済
部
雇
用
・
新
潟
暮
ら
し
推
進
課
野
本

課
長
か
ら
、
自
治
体
の
取
り
組
み
方
針
等
を

頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
江
花
事
務
局
長
か
ら
、
協
同
労

働
法
施
行
に
向
け
て
各
地
域
の
具
体
的
な
取

り
組
み
が
今
集
会
を
契
機
に
、
促
進
さ
れ
る

こ
と
を
、
ま
と
め
と
し
て
話
さ
れ
集
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

新潟ろうきんとお取引がある、あるいはお取引を予定されている方で、
以下のいずれかの加入条件を満たす15歳以上の方となります。
　 新潟県内に居住または勤務する勤労者の方など
　 将来、新潟県内に居住または勤務する予定のある方

● 会報誌「夢咲Club通信」の発行
● 暮らしに役立つイベントなどの開催
● 安心の無料相談ネットワーク（弁護士無料法律相談、健康ダイヤルなど）

ご加入
いただける方

おもな活動と
会員サービス

ご加入は最寄りのろうきん本支店窓口へ。お問い合わせは新潟ろうきん夢咲Clubまで。

1
2

新潟ろうきん夢咲Club

新潟ろうきんの県内26店舗で入会手続きができます。
加入申込書は新潟ろうきんの全店舗に備え付けてあります。※入会金や会費は必要ありません

ご入会

新潟ろうきん夢咲Clubは
〈ろうきん〉に加入していない事業所にお勤めの方が

〈ろうきん〉を利用する際にご加入いただくメンバーズクラブです！

新潟ろうきん夢咲Clubは
〈ろうきん〉に加入していない事業所にお勤めの方が

〈ろうきん〉を利用する際にご加入いただくメンバーズクラブです！

新潟ろうきん夢咲Club 〒951-8113　新潟市中央区寄居町332番地38 新潟県労働金庫本店５階
TEL 025-201-8765　FAX 025-201-8755
https://www.n-yume.jp

労
協
法
施
行
元
年

２
０
２
２
に
い
が
た
協
同
集
会

　
協
同
労
働
で
仕
事
と
地
域
を
つ
く
る
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５
月
16
日
（
月
）
、
県
労
福
協
主
催
に
よ

る
第
35
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が

「
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
五
月
晴
れ
の
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
で
、
91
名
が
参
加
し
、
実
力
を
い
か
ん
な

く
発
揮
す
る
方
、
練
習
不
足
で
大
た
た
き
を

す
る
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
プ
レ
ー
を
楽
し

み
な
が
ら
交
流
を
深
め
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
三
密
を
避
け
る
た
め
、
昨
年
と
同
様

に
開
催
ル
ー
ル
を
前
半
９
ホ
ー
ル
に
よ
る
ハ

ン
デ
ィ
戦
と
し
、
終
了
後
の
表
彰
式
は
行
わ

ず
、
18
ホ
ー
ル
終
了
時
に
個
別
で
表
彰
を
行

う
形
態
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
厚
意
に
よ
り
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
金
１
４
６
，
０
０
１
円
は
、
６
月
21
日

開
催
の
第
43
回
県
労
福
協
定
時
総
会
に
お
い

て
、
「
新
潟
県
薬
物
依
存
者
を
抱
え
る
家
族

の
会
」
お
よ
び
「
連
合
ゆ
に
ふ
ぁ
ん
ウ
ク
ラ

イ
ナ
救
援
カ
ン
パ
」
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（2022年5月31日現在）

29,373件   40,157,657,890円

8,853件  99,613,794,315円

38,226件 139,771,452,205円

第
35
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

「
新
潟
県
薬
物
依
存
者
を
抱
え
る
家
族
の
会
」お
よ
び

 
「
連
合
ゆ
に
ふ
ぁ
ん
ウ
ク
ラ
イ
ナ
救
援
カ
ン
パ
」に
寄
付
‼

◦ 大会の上位入賞者 ◦
東コース優勝者　　 福　島　英　輔（労働金庫）

西コース優勝者　　 山　崎　雅　彦（電機連合）

東アウトベスグロ　 山　崎　豊　作（交通労連）

東インベスグロ　　 城　田　克　仁（フォレスト㏄）

西アウトベスグロ　 山　田　　　寿（自治労）

西インベスグロ　　 青　木　富美子（県生協連）

【
東
コ
ー
ス
優
勝
：
福
島
　
英
輔
氏
】

【
西
コ
ー
ス
優
勝
：
山
崎
　
雅
彦
氏
】

【チャリティ金の寄贈】
【家族の会　小西代表世話人】

【チャリティ金の寄贈】
【連合新潟　小林事務局長】
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最
後
に
、
小
林
実
行
委
員
会
事
務
局
長
か

ら
「
第
94
回
メ
ー
デ
ー
は
、
多
く
の
仲
間
が

結
集
す
る
集
会
と
し
た
い
」
と
の
強
い
思
い

を
込
め
た
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
県
労
福
協
の
間
専
務
も
、
会
場
に

参
加
し
「
第
93
回
メ
ー
デ
ー
万
歳
」
と
連
帯

の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
29
日
（
金
）
新
潟
市
中
央
区
・
万
代

島
多
目
的
広
場
に
お
い
て
県
中
央
メ
ー
デ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
過
去
２

年
間
は
役
員
の
出
席
に
限
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
３
年
ぶ
り
に
約
２
０
０
名
の
組
合
員
・

来
賓
の
参
加
と
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

牧
野
実
行
委
員
長
は
「
県
内
経
済
は
個
人

消
費
が
停
滞
し
厳
し
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価

格
や
生
活
必
需
品
が
高
騰
し
、
賃
上
げ
が
追

い
付
か
な
い
。
引
き
続
き
全
て
の
労
働
者
の

処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
行
く
」
と
挨
拶
で

述
べ
ま
し
た
。

プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
各
組
合

の
力
作
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員
を
悩
ま
せ
る

レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

た
な
手
段
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
格
的

な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。
引
き
続
き
、
差
止
申
入
れ
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
の
、

挨
拶
を
受
け
総
会
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
、
①
２
０
２
１
年
度
活

動
報
告
、
②
２
０
２
１
年
度
収
支
決
算
お
よ

び
会
計
監
査
報
告
、
③
２
０
２
２
年
度
活
動

計
画
（
案
）、
④
２
０
２
２
年
度
予
算
（
案
）、

⑤
役
員
の
改
選
、
に
つ
い
て
は
、
全
て
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
体
制
で
は
、

理
事
長
に
、
堀
田
伸
吾
氏
（
弁
護
士
）、
副

理
事
長
に
、
江
花
史
郎
氏
（
弁
護
士
）、
酒

井
龍
氏
（
弁
護
士
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
県
労
福
協
か
ら
は
、
理
事
に
間
英

輔
、
監
事
に
佐
藤
淳
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
11
日
（
土
）
新
潟
市
勤
労
福
祉
会
館

に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
生
活
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
新
潟
第
５
回
通
常
総
会
が
、
正
会
員

86
名
（
会
場
14
名
、
書
面
66
名
、
委
任
状
６

名
）
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

堀
田
理
事
長
か
ら
、「
２
０
２
１
年
10
月

20
日
付
で
、
新

潟
県
内
で
は
初

と
な
る
適
格
消

費
者
団
体
と
し

て
、
内
閣
総
理

大
臣
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後

は
、
申
入
れ
に

応
じ
な
い
事
業

者
に
対
す
る
差

止
請
求
訴
訟
の

提
起
と
い
う
新

　

６
月
２
日
（
木
）、
中
央
労
福
協
主
催
の
、

２
０
２
２
年
度
全
国
研
究
集
会
が
静
岡
県
静

岡
市
（
静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
）
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の
開
催
と
な
り
、
会
場
１

２
０
名
・
ｗ
ｅ
ｂ
３
７
０
名
、
合
計
４
９
０

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
新
潟
県

か
ら
は
、
会
場
に
６
名
参
加
）

　

研
究
集
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、『
コ
ロ
ナ

禍
を
き
っ
か
け
に
時
代
や
社
会
は
急
速
に
変

化
し
た
、
私
た
ち
は
こ
の
か
つ
て
な
い
変
化

の
上
で
、よ
り
よ
い
未
来
の
創
造
に
向
け
て
、

「
世
代
を
超
え
て
」
取
り
組
み
を
広
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

２
０
３
０
年
の
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
、

労
福
協
の
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
、
新
し
い
つ
な
が
り
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
第
一
歩
と
し
て
、
現
代
の
若
者
た
ち
の
持

つ
感
性
、
価
値
観
、
考
え
方
や
生
き
方
な
ど

に
ふ
れ
、「
同
じ
社
会
の
担
い
手
と
し
て
一

緒
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」を
模
索
す
る
。

　

若
者
た
ち
を
知
り
、
若
者
た
ち
と
の
つ
な

が
り
、
社
会
的
課
題
の
解
決
や
地
域
お
こ
し

へ
の
ヒ
ン
ト
を
考
察
す
る
。』
と
し
て
の
集

会
で
し
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
に
日
詰
一
幸
氏
（
静
岡
大
学
・
学

長
）、
ゲ
ス
ト
に
鈴
木
智
子
氏
（
静
岡
県
大

学
出
版
会
・
代
表
理
事
）、須
賀
貴
子
氏（
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
埼
玉
事
業
本
部
・
事
務
局

次
長
）、
岑
永
知
早
紀
氏
（
静
岡
大
学
人
文

社
会
科
学
部
・
３
年
）、
南
部
美
智
代
氏
（
中

央
労
福
協
事
務
局
長
）
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

労
福
協
の
取
り
組
み
に
対
す
る
率
直
な
感

想
や
、
労
福
協
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
角
度
か
ら
の
指
摘
が
あ

り
、
今
後
の
組
織
づ
く
り
の
参
考
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
来

年
度
は
、
西

部
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
開
催
予

定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

第
93
回
新
潟
県
中
央
メ
ー
デ
ー

「
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る 

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
を
め
ざ
し

 

み
ん
な
が
輝
く
未
来
を
作
ろ
う
！！
」

消
費
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
新
潟

第 
５ 
回 

通 

常 

総 

会

２
０
２
２
年
度 

全
国
研
究
集
会

＂
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｉ
＂

 

世
代
を
超
え
て
。
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参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
食
品
や
日
用
品
な

ど
、
多
く
の
品
々
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
終
了
後
に
は
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
上
越
へ
お
届
け
し
、
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

上
越
地
区
労
福
協
と
し
て
、
反
貧
困
活

動
並
び
に
食
の
安
全
対
策
と
し
て
、
今
後

も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
支
援
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
央
地
区

県
央
地
区
労
福
協
は
、
２
０
１
２
年
５

月
に
結
成
さ
れ
10
年
が
経
過
し
「
労
福
協

運
動
を
通
し
て
地
域
社
会
と
繋
が
り
貢
献

し
よ
う
」
を
掲
げ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
全
県
規
模
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

新
型
感
染
症
下
で
し
た
が
、
「
２
０
２
１

に
い
が
た
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉ
ｎ
県
央
」
を
開
催
し
、
３
０
０
余
名
が

参
加
、
講
演
会
や
分
科
会
な
ど
で
研
修
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
央
地
区
労
福
協
の
事
業
の
柱

の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
「
県
央
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
昨
年
９
月
末
で
閉

所
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
な
地
域
連
携

を
め
ざ
し
て
、
構
成
団
体
を
は
じ
め
、
自

治
体
、
社
協
、
各
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
連
携

し
、
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
や
労
働
者

協
同
組
合
法
の
地
域
展
開
な
ど
、
新
し
い

取
り
組
み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
地
域
貢

献
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
年
の
県
央
地
区
合
同
メ
ー
デ
ー
で
、

労
福
協
と
し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
も
参

加
し
多
数
の
食
材
の
提
供
を
受
け
、
早
々

に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
県
央
セ
ン

タ
ー
に
届
け
ま
し
た
。

上
越
地
区
メ
ー
デ
ー
が
、
４
月
29
日

（
金
）
上
越
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
新
型
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

３
年
ぶ
り
の
集
合
型
の
開
催
と
な
り
、
約

４
５
０
人
の
組
合
員
と
ご
家
族
が
集
ま
り

ま
し
た
。

同
時
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
も
実
施
し
、

上
越
地
区

地
区
労
福
協
か
ら
の

た
よ
り

新潟県労
福協

Ni
iga
ta Letter

Niigata Letter

2021
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詳しくは
ゆにふぁんホームページを

ご覧ください

◆ ゆにふぁんの運営 ◆

ゆにふぁんマップでは連合本部が主体となり、活動の実施団
体（ＮＰＯ・ＮＧＯ）、地方連合会（連合新潟）、構成組織と
協力して地域の活動を掲載しています。

クラウドファンディングについて

クラウドファンディングは、インターネットに掲載された活
動などの趣旨や目的に賛同した個人が、その活動に資金提供で
きる仕組みです。ゆにふぁんでは、日本初・実績No.1のクラウ
ドファンディングサイト「ＲＥＡＤＹＦＯＲ」と連携し、資金
を必要とする活動団体へのクラウドファンディング開設を審査、
サポートします。
ＲＥＡＤＹＦＯＲに掲載されたプロジェクトは、ゆにふぁん

マップで紹介し、広く支援を募集します。

ゆにふぁんマップへの掲載をご希望される皆さまへ

詳しくは連合新潟までお問い合わせください。

☎０２５－２８１－７５５５ 平日9時～17時

健康状態にかかわらず加入できる家族みんなの
「賠償リスク」に備える保障

火災共済にプラスで家族みんなの「損害賠償」に
備える保障

マイカー共済にプラスで家族みんなの「自転車賠償」に
備える補償

個人賠償責任共済

自転車賠償責任補償特約

風水害等給付金火災共済・自然災害共済・個人賠償責任共済

個人定期生命共済・こども定期生命共済・熟年定期生命共済・傷害共済・個人賠償責任共済・終身生命共済・個人長期生命共済

自動車総合補償共済

への保障（転倒による通院や入院に…）への補償（自転車で衝突した相手がけがをした場合に備えて…）相 手 自 分

個人定期生命共済・こども定期生命共済・熟年定期生命共済・傷害共済・個人賠償責任共済・終身生命共済・個人長期生命共済

交通災害共済

自転車損害賠償保障 への加入が
義務化されます！

年 月 日から新潟県の条例で

※自転車の運転によって人の生命または身体が害された場合における損害賠償を
保障する共済または保険をいいます。

※マイカー共済に付帯できる「自転車賠償責任補償特約」の保障範囲は “自転車の事故の場合のみ”が対象となります。

法律上の損害賠償責任を負う場合ご自身だけでなく、
同居で同一生計のご家族が賠償責任を負った場合も保障します。

「こくみん共済 」は営利を目的としない保障の生協として共済事業
を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある
暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛同いただき、出
資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各
種共済制度をご利用いただけます。

新潟推進本部
（新潟県総合生活協同組合）
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新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
の
収
束
が
必
ず
し
も
見

え
て
は
い
な
い
も
の
の
、
７
月
14
日
か
ら
は

全
国
を
対
象
と
し
た
観
光
需
要
喚
起
策
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
経
済
活
動
の
本
格
的
な
再
開

な
ど
、
社
会
行
動
・
様
式
も
新
た
な
段
階
に

入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
感
染
禍
の
下
で
リ

モ
ー
ト
授
業
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
大
学
等

で
も
、
現
在
は
マ
ス
ク
着
用
で
の
対
面
授
業

が
再
開
さ
れ
て
い
る
。

「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と

労
働
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
２
２
年
３

月
に
発
行
さ
れ
た
報
告
書
所
収
の
論
文
の
う

ち
、
今
回
は
、
学
校
教
育
や
若
者
の
就
労
に

関
わ
る
２
本
を
紹
介
す
る
。

【
感
染
禍
で
の
学
校
の
経
験
を
活
か
せ
る
か
】

ま
ず
、「『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
』
の
働
き
方
の

議
論
の
た
め
に
―
感
染
禍
で
学
校
・
教
育
現

場
で
あ
ら
わ
れ
た
課
題
を
参
考
に
し
て
―
」

で
は
、
感
染
禍
へ
の
対
応
と
し
て
と
ら
れ
た

事
例
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
相
を

紹
介
し
て
い
る
。　

特
に
当
セ
ン
タ
ー
に
関
係
す
る
大
学
教
員

や
、
専
門
学
校
で
の
筆
者
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
、「
働
く
側
」
か
ら
捉
え
た
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、「
授
業

の
質
的
低
下
」
を
単
純
に
意
味
し
な
い
こ
と

や
、
働
き
方
改
革
と
合
わ
せ
た
議
論
の
必
要

性
な
ど
、
独
自
の
視
点
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
の
感
染
禍
の
始
ま
り

か
ら
今
日
ま
で
、
学
校
現
場
に
相
次
い
で
出

さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
―
突
然
の
一
斉
休

校
に
始
ま
り
、
そ
の
後
の
校
内
消
毒
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
手
洗
い
指
導
、
果
て
は
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
配
布
等
々
―
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら

が
働
き
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の

か
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
特
に
、
新
潟

県
教
職
員
組
合
が
現
場
教
職
員
の
声
と
し
て

集
計
し
続
け
た
、「
新
型
肺
炎
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
の

取
り
組
み
の
一
端
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
を
求
め
る
切
実
な
声
や
、
感
染
予

防
対
策
に
忙
殺
さ
れ
る
様
子
な
ど
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
感
染

禍
以
前
か
ら
厳
然
と
し
て
存
在
し
た
、
人
員

不
足
と
業
務
量
過
多
、
学
校
の
ハ
ー
ド
面
の

不
十
分
さ
が
、
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
顕
在
化

し
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

文
科
省
が
「
正
し
い
手
洗
い
」
と
し
て
、

せ
っ
け
ん
を
よ
く
泡
立
て
て
流
水
で
30
秒
洗

う
こ
と
を
示
し
て
も
―
し
か
も
一
日
で
「
手

洗
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」
が
６
つ
も
あ
る
―
、

真
冬
の
新
潟
で
、
学
校
の
お
湯
の
出
な
い
水

道
で
は
、
そ
れ
が
現
実
的
で
な
い
こ
と
は
誰

も
が
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

は
学
校
に
限
ら
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。

感
染
禍
が
あ
ぶ
り
出
し
た
、
働
く
現
場
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
た
課
題
が
、今
後
の「
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
の
議
論
の
な
か
で
置
き
去

り
に
さ
れ
な
い
こ
と
を
強
く
訴
え
る
論
稿
で

あ
る
。

【
若
者
の
雇
用
は
ど
う
な
っ
た
か
】

大
学
生
の
就
職
活
動
は
、
現
在
す
で
に
民

間
で
は
内
定
、
内
々
定
が
出
さ
れ
、
公
務
員

も
採
用
試
験
が
こ
れ
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
マ
ス
ク
着

用
で
学
生
生
活
を
送
っ
た
大
学
生
の
就
職
、

雇
用
環
境
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
る
の

が
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
就
労
と
新
規
学
卒
者
の

動
向
―
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
拡
大
状
況
の
企

業
の
動
き
と
新
卒
者
の
意
識
変
化
―
」
で
あ

る
。同

論
文
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
禍
の
打
撃
を

も
っ
と
も
受
け
た
代
表
例
と
し
て
、
不
安
定

な
雇
用
に
あ
る
非
正
規
労
働
者
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ジ
ョ
ブ
型
雇

用
な
ど
の
今
後
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
特
に
紙
面
を
割
い
て
述
べ
て
い
る

の
が
、「
就
活
ル
ー
ル
」
の
廃
止
で
過
熱
が

予
想
さ
れ
な
が
ら
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る

冷
え
込
み
と
そ
の
後
の
就
職
活
動
の
長
期
化

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
２
０
２
１
年
新
規
学

卒
者
の
採
用
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
学

部
・
学
科
の
違
い
が
、
買
い
手
市
場
と
売
り

手
市
場
の
振
り
分
け
に
繋
が
り
、
そ
の
格
差

は
拡
大
し
つ
つ
あ
る
」
こ
と
、
人
文
科
学
系

学
生
の
主
な
就
職
先
で
あ
る
事
務
系
の
雇
用

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
就
職
先
の
人
気
企

業
ラ
ン
キ
ン
グ
の
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
な

ど
、
近
年
の
若
者
の
就
労
に
関
わ
る
特
徴
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
就
職
希
望
者

の
意
識
の
変
化
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
の
ひ

と
つ
が
、
地
方
企
業
が
「
選
択
肢
」
と
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

大
都
市
で
の
生
活
が
「
働
き
」・「
暮
ら
す
」

こ
と
に
ゆ
と
り
を
持
て
な
い
厳
し
い
現
実
や
、

非
正
規
雇
用
の
拡
大
な
ど
も
背
景
に
し
て
、

「
卒
業
後
は
帰
郷
し
て
地
元
企
業
」
と
い
う

意
識
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
雇
用
の
地

域
間
格
差
の
是
正
の
た
め
に
も
、
こ
の
機
会

を
捉
え
て
、
将
来
性
を
持
ち
多
様
性
の
あ
る

雇
用
機
会
を
創
造
す
る
こ
と
が
、
地
方
活
性

化
の
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

今
年
か
ら
来
春
に
か
け
て
、
新
潟
県
内
は
、

国
政
・
地
方
選
挙
が
相
次
ぐ
時
期
と
な
っ
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
地
方
創
生
」
の
あ
り
方

を
考
え
る
う
え
で
も
、
参
考
に
な
る
論
文
で

あ
る
。

（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

 

齋
藤　

喜
和
）

「
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
労
働
」
か
ら
何
を
活
か
す
か

　
　―

 
子
ど
も
・
若
者
の
学
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
就
労
の
環
境
を
考
え
る ―

２

調
査
・
研
究
事
業
報
告
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新潟ろうきん福祉財団 「県民・勤労者の福祉・文化向上に関する事業」 

 
 
 

今年は「新潟工科大学」に集合！！！ 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

※詳細は、「新潟ろうきん福祉財団」ホームページ等でご案内いたします。みなさまの参加をお待ちしております。 

 

    公益財団法人 新潟ろうきん福祉財団 
 URL https://www.zaidan-hukushi.or.jp 

 

期 日：20２２年 10 月２３日（日）開会１０：１５～（予定） 

    【基調講演】講師：鎌田實氏（医師・作家） 

場 所：新潟工科大学（柏崎市）  

事前申込み（要） 

参加無料 

「あなたらしさ」が選べる生協、
コープデリです。

コープデリは、関東・信越１都７県で335万以上の世帯にご登録いただいている、日本最大の生協です。
たくさんの宅配サービスや生協があるなかで支持されている理由はきっと、それぞれの“ぴったり”が見つかるから。

原料へのこだわり、価格帯、家族の人数、etc…　どんなニーズもおまかせください。

今すぐ！ Webでお申し込み こちらからも
アクセスできます

コープデリが大切にしている６つのこと

豊かで楽しい
食卓へ。

安心して
家族へ。

声を
かたちに。

つながり、
育む。

「食べる」を
伝える。

未来に
つなげる。

コープデリなら、つかうほどじぶんらしくなれるあれこれが

選べる、見つかる。

ふだんのくらしに必要な
商品を提供し、

毎日のくらしに貢献します。

提供する全ての食品の
安全性の確保に
取り組みます。

組合員さんの声を
大切にしたコープ商品を
開発・提供します。

生産者と組合員さんを
つなぐ「産直」に
取り組みます。

食育「たべる、たいせつ」を
通じて食による健康なくらしを

提案していきます。

環境にやさしい
事業とくらしを目指します。

ご加入手続きは

簡単！ コープデリ　加入 検索
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ラ
ー
と
な
っ
た
。
幕
末
か
ら
戊
辰
戦
争
の
越

後
長
岡
藩
家
老
・
河
井
継
之
助
の
名
を
一
躍

世
間
に
広
め
る
こ
と
と
な
っ
た
❖
河
井
継
之

助
は
、
近
代
的
合
理
主
義
者
で
、
時
代
を
見

据
え
る
先
見
性
と
実
効
性
を
有
し
な
が
ら
も
、

「
藩
」
や
「
武
士
」
と
い
う
束
縛
か
ら
自
己

を
解
放
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
最
後
に
は
、

武
士
と
し
て
、
長
岡
藩
の
家
臣
と
し
て
、
新

政
府
軍
に
対
抗
す
る
道
を
選
ん
だ
英
雄
と
し

て
の
悲
劇
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
❖
藩
主
の

「
正
義
を
曲
げ
る
必
要
な
し
」
の
薫
陶
を
受

け
、
圧
倒
的
な
新
政
府
軍
の
物
量
に
対
し
、

果
敢
に
戦
い
敗
れ
た
が
、
後
世
に
「
長
岡

編
集
後
記

❖
『
峠　

最
後
の
サ
ム
ラ
イ
』
が
現
在
公
開

さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
２
０
２
０
年
９
月
25

日
に
公
開
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
型
感

染
症
の
影
響
で
２
０
２
１
年
７
月
１
日
公
開

予
定
に
延
期
に
な
っ
た
。
し
か
し
同
年
５
月

24
日
に
再
び
延
期
が
発
表
さ
れ
、
計
３
回
の

延
期
を
経
て
、
２
０
２
２
年
６
月
17
日
公
開

と
な
っ
た
❖
『
峠
』
は
、
原
作
「
司
馬
遼
太

郎
」
の
歴
史
小
説
で
あ
り
、
記
述
の
中
に
は

創
作
も
含
ま
れ
て
い
る
。
河
井
継
之
助
と
い

え
ば
、
『
峠
』
と
い
う
ほ
ど
の
大
ベ
ス
ト
セ

今 後 の 日 程
７月 １日（金）～２日（土）

第９期にいがた福祉リーダー塾
� （万代シルバーホテル）

４日（月）新潟県自治研センター第３回理事会
� （自治労会館）
５日（火）県央地区労福協総会（三条市：ソレイユ）

聖籠町第１回支援調整会議
� （聖籠町保健福祉センター）

６日（水）新潟県総合生協第２回選挙管理委員会
� （こくみん共済coop新潟会館）
７日（木）�2022年度　中央労福協事業団体・地方労

福協合同会議（web）
８日（金）第32回新潟県協同組合間連携研究集会
� （朱鷺メッセ）
10日（日）新潟市中央陸協と勤労者駅伝大会打合せ
� （市陸上競技場）
11日（月）�新潟県総合生協第８回理事会・こくみん

共済coop第７回代表委員会
� （こくみん共済coop�新潟会館）
12日（火）第11回県労福協事業団体責任者会議
� （勤労福祉会館）
14日（木）中央労福協事務担当者研修会（web）

下越地区労福協総会� （イクネスしばた）
19日（火）新潟地区労福協総会� （新潟東映ホテル）
20日（水）県退職者連合第30回定期大会
� （新潟東映ホテル）

夢咲Club総代会（web)
上越地区労福協第１回代表者会議・総会�
� （ホテルハイマート）

20日（水）～21日（木）
東部ブロック第235回幹事会・事業団体
責任者会議� （山梨県甲府市）

21日（木）�こくみん共済coop県央地区代表者会議
� （地場産業センター）

弥彦村第１回支援調整会議
� （弥彦村役場）

25日（月）�2022年度新潟県日韓親善協会総会・講演
会・交流会� （新潟東映ホテル）

28日（木）�新潟県総合生協第68回通常総代会および
こくみん共済coop新潟推進本部第５回組
合員代表者会議

� （ANAクラウンプラザホテル）
新潟市第４回支援調整会議� （勤労会館）

８月
　
　

１日（月）県ライフサポートセンター相談員検証会議
� （連合中越地恊事務所）
24日（水）県労福協第139回理事会
� （勤労福祉会館）
25日（木）消費生活ネット理事会（web）
26日（金）新潟市第５回支援調整会議� （勤労会館）
29日（月）新潟県労働者信用基金協会理事会
� （勤労福祉会館）

９月 ５日（月）中央労福協 女性のひろば（東京連合会館）
12日（月）～13日（火）

東部ブロック　ライフサポート経験交流
� （静岡県）

22日（木）新潟市第６回支援調整会議� （勤労会館）
27日（火）�中央労福協　第２回生活・就労支援会議

（web)
28日（水）中央労福協　地方労福協会議（web）
30日（金）�中央労福協　ライフサポートセンター実

務者・相談者研修会� （ハイブリット）

藩
」
の
名
を
残
し
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事

実
で
あ
る
❖
新
政
府
軍
に
対
し
奥
羽
越
列
藩

同
盟
、
特
に
会
津
藩
は
、
「
八
重
の
桜
」
の

ご
と
く
悲
惨
な
結
末
と
な
っ
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
長
岡
の
城
下
町
も
完

膚
無
き
ま
で
に
破
壊
さ
れ
、
多
く
の
農
民
・

町
民
も
多
大
な
被
害
を
被
っ
た
❖
そ
の
後

「
米
百
俵
の
精
神
」
で
、
長
岡
は
人
材
育
成

に
励
み
多
く
の
逸
材
を
輩
出
し
た
。
山
本
五

十
六
元
帥
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
１
９
４
５

年
８
月
１
日
長
岡
大
空
襲
に
よ
り
、
１
４
８

８
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
❖
今
年
は
、
３

年
ぶ
り
に
「
長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
」
が

開
催
さ
れ
る
。
爆
弾
で
は
な
く
鎮
魂
の
思
い

を
込
め
た
平
和
の
花
火
で
あ
る
❖
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
。
歴

史
を
振
り
返
る
暑
い
夏
で
あ
る
❖
近
日
中
に

『
峠
』
を
鑑
賞
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

（
新
光
町
の
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ン
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イ
）


